
Ⅰ．はじめに

　近年森林のもつ水源かん養機能や二酸化炭素の吸収・

固定など，多面的な公益的機能に対する関心・期待が高

まるにつれ，これまでのスギ，ヒノキの一斉林から広葉

樹林へ，また，針広混交林や長伐期施業など多様な森林

づくりについても関心が高まりつつある。

　一般に森林の成立に伴い，土壌特性が変化することが

広く認められており，樹種構成の違いが土壌の理化学性

に及ぼす影響についても指摘されている。

　こうした中，今後の森林施業を考える一つとして，針

葉樹から広葉樹林へ，またその逆の場合も含め，樹種転

換が土壌に与える影響を予測する必要がある。

　そこで今回，立地条件が等しいと考えられる隣接する

スギ林，広葉樹林において，表層土壌の化学性について

比較検討したので報告する。

Ⅱ．調査地の概要

　調査地は，鹿児島県西部に位置する川内市内の標高

１２０～１５０ｍの民有林内である。スギ林分と広葉樹２林分

の隣接の状況は，広葉樹林１（以下，広１と略す）は沢

を挟んで，広葉樹林２（以下，広２と略す）は同一斜面

でスギ林と隣接している（図－１）。土壌は輝石安山岩

を母材とする適潤性褐色森林土である。スギ林の林齢は

４６年生で，広葉樹林伐採後の拡大造林地である。スギ林，

広葉樹林の各林分に１２～２０ｍ四方の方形プロットを設け，

毎木調査を行った。調査地の概要を表－１に示す。スギ

林の下層はカンザブロウノキ，シロダモ，タブノキ等が

優占し，林床はカツモウイノデ等のシダ類を中心とした

草本類が全面的に覆い，スギの落葉等のA０層と併せた

林地被覆率は１００%であった。広１はタブノキが優占し，

コジイ，ヤブニッケイが高木層を，ヤブツバキ，ヤマビ

ワ等が低木層を形成し，林床の植被率はスギ林より低く

２０%程度，林地被覆率は約９０%であった。広２は広１よ

りコジイの優占度が高く，タブノキ，ムクノキが高木層

を，ヤブツバキ，ウラジロガシ等が低木層を形成し，林

床の植被率は広１より低く１０%程度，林地被覆率は９０%

であった。

Ⅲ．調査方法

　各林分から林内雨圏土壌（主に林内雨の影響を受ける

土壌）を対象に表層土壌を０～５ cm，５～１０cmに分け

採取した。５０×５０cmの方形枠内から５個の採土円筒

（１００ml）採取し，その混合土壌を化学性サンプルとし

た。なお，バラツキを考慮して各林分で５～６方形枠を

設定した。土壌は風乾後，pH，EC，CEC，交換性（以

下，ex と略す）Ca，Mg，Na，Ｋを測定した。pHはガ

ラス電極法（2），ECは電気伝導率計（4），塩基置換容量

（CEC）は peech 法（5），ex-Ca，Mg，Na，Ｋは中性１

Ｎ酢酸アンモニウム浸出液について原子吸光光度計で測

定した。

Ⅳ．結果と考察

　（１）pH（H２O）

　図－２に各林分の表層土壌 pH（H２O）を示した。広２

の５～１０cmの土壌を除けば，林分間の土壌 pH（H２O）

の差は明確ではなかった。また，０～５ cmの平均土壌

pH（H２O）は５．６～５．９の範囲をとり，我が国の森林土壌

pH（H２O）の中では上限に近い値であった（1）。

　（２）塩基置換容量（CEC），置換性塩基

　各林分間の塩基置換容量（CEC），ex-Ca，Mg，Na，

Ｋの値を図－３～７に示した。CECは各林分の深さ０～

５ cmの平均値は２０～３３meq/ 乾土１００gで，一般的な褐

色森林土壌の範囲内であった（1）。林分間を比較すると

スギ林が広葉樹林の約１．６倍と高い値を示した。また深

さごとの比較では，各林分とも０～５ cmの方が高く，

特にスギ林でその傾向は顕著であった。

　交換性塩基は，ex-Ca が他の塩基と比較して極めて高

い値を示した。そして，スギ林が広葉樹林と比べ多く，

特に最表層部が高い値を示した。これはスギ林の落葉等，

A０層の堆積有機物はカルシウム含有率が高いことがこ

れまで報告されており（3），今回の調査地においてもス

ギの落葉，A０層の影響によりカルシウム量が多かったも

のと推察される。一方，ex-Mg，Na，Ｋは，林分間で若
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干の差が見られたが量的にも少なく，樹種の違いによる

影響は少ないと考えられた。

Ⅴ．おわりに

　今回調査したスギ林は前生樹が広葉樹で，樹種転換か

ら約５０年程度しか経過していない林分である。今回の結

果から広葉樹林からスギ林への樹種転換が表層土壌の化

学性に与える影響について，塩基置換容量，交換性カル

シウムの量に変化が見られ，その影響は調査した深さ

１０cm程度まで認められた。

　なお，今回の調査は林内雨圏土壌を対象としており，

今後樹幹流の影響を受ける樹幹流雨圏土壌等についても

調べる必要がある。
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表－１　調査地の概要

備　　考
成立本数
（本 /ha）

平均胸高
直径（㎝）

平均樹高
（ｍ）

土壌型林齢地形
傾斜
（°）

方位林分

除間伐７回　１，４００＊２２４．８１６．５BD＊１４６下部平衡斜面２２NWスギ林
　４，７５６＊２　９．６　７．４BD＊１下部上昇斜面３１NE広葉樹林１
　３，８９９＊２　９．１　７．９BD＊１下部平衡斜面２３NW広葉樹林２

＊１　適潤性褐色森林土：林野土壌分類（１９７５）
＊２　DBH（胸高直径）４㎝以上対象


